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１．新庄盆地断層帯の概要とこれまでの主な調査研究 

 新庄盆地断層帯は新庄盆地東西両縁辺部に分布する断層群を指し（図 1A），

盆地東部は境壇原断層，新庄東山断層，舟形断層，沖の原断層，長者原（堀内）

断層，盆地西部は鮭川断層，本合海断層から構成される（図 1B）．また鮭川断層

に沿って Flexural–slip 断層が分布する． 

 新庄盆地の活構造に関する研究は，村田（1941），大塚（1942），杉村（1952），

Taguchi（1962），中川ほか（1971），Kumaki（1983），佐藤（1986a，1986b），鈴

木（1988），松浦（2003，2006）などによって行なわれてきた．これらの研究に

より，盆地内の段丘面は新第三紀層の褶曲構造と調和的に変形し，また変位の

累積が見られることから，段丘面の形成期間中も褶曲運動が継続していたこと

が明らかにされた．活断層研究会（1980, 1991），鈴木（1988），澤ほか（2001），

池田ほか（2002），中田・今泉（2002）は，新庄盆地の活断層の分布を示した．

また鈴木（1988）は新庄盆地と山形盆地の活構造を比較して，これらにおける

断層運動様式が異なることを明らかにし，これに基づいて両盆地の発達過程に

ついて考察した．山形県（1998, 1999）は地形地質調査を行い，断層平均変位速

度などについて検討した．松浦（2003）は盆地西部において Flexural–slip 断層の

分布と活動時期について報告した．松浦（2006）はボーリング資料を整理して

新庄東山断層下盤側の沈降速度を求め，断層上盤側・下盤側を併せた平均上下

変位速度を算出した．新庄盆地断層帯の地下構造について，佐藤ほか（1999），

佐藤・平田（2000），池田ほか（2002），佐藤ほか（2006）は，盆地東縁で行な

った反射法弾性波探査結果に基づいて，この地域の地下構造とテクトニクスに

ついて考察した． 

 地震調査研究推進本部地震調査委員会（2002）は 2002 年までの調査・研究成

果に基づき，本断層帯最新の活動時期を不明，また今後 30 年以内の地震発生確

率をほぼ 0.7％～1％（今後 30 年の間に地震が発生する可能性が我が国の主な活

断層の中ではやや高いグループに属する）と判断した．同時に地震調査研究推

進本部地震調査委員会（2002）は，「第四紀後期の活動性が不確かな断層を含む

上，活動履歴に関する資料が整っておらず，最新活動時期，１回の変位量，活

動間隔，活動区間などが解明されていないため，将来の断層活動について十分

な検討できない段階にある」としている．そこで本調査では，新庄盆地断層帯

の長者原（堀内）断層を対象として断層の上下変位量，最新活動時期を明らか

にするために堀内地区および長者原地区においてトレンチ調査，ピット調査，

ボーリング調査を行い（図 2B），取得した試料について14C年代測定，テフラ分
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析を行った．またP波反射法地震探査により新庄盆地西部に分布する断層群の反

射断面を取得し，変位地形との対応関係を検討した． 

 

 

２．調査結果 

 ２．１ 堀内地区 

（１）変位地形の記載 

 堀内地区における長者原断層は，N–S 走向および NW–SE 走向の 2 条に分岐し，

最上川沿いの河成段丘面に東側隆起の変位を与えている（図 2A）．N–S 走向の

断層は時代の異なる複数の河成段丘面に最大 150 m 程度の撓曲変形を与えてい

る．本調査ではこの断層に変位を受けている L4 面（完新世段丘面）上でトレン

チ・ボーリング調査を行った（図 2B）． 

 

（２）露頭調査 

 Loc.4 では水路に沿う壁面に L4 面構成層が露出している（図 3）．ここでは下

位から 1 層：砂礫層，2 層：砂～シルト層，3 層：細礫混じり砂層が観察される．

1 層は層厚 80 cm 程度でルースな砂礫層である．2 層は無機質および有機質の砂

～シルト層が互層をなしており，少量の細礫を含む．2 層中部には灰白色の火山

灰層（試料：W–1）がパッチ状に挟まる．火山灰層はシルトサイズで最大層厚

10 cm 程度である．3 層は層厚 30 cm 程度の無機質細礫混じり砂層である． 

 

（３）トレンチ調査 

 堀内地区では 2 カ所のトレンチ調査（H–1，H–2 トレンチ）を行った（図 2B）．

H–1 トレンチの壁面には下位から 1–1 層：下部砂礫層，1–2 層：中部砂礫層，1–3

層：シルト層，1–4 層：上部砂礫層，1–5 層：腐植土が観察される（図 4 A～D）．

1–1 層は層厚 2 m 以上のクラストサポートの砂礫層であり，トレンチ東半分にみ

られる．1–1 層の礫は弱風化しているとともに，マトリクスは赤褐色に風化した

粗砂である．1–2 層は層厚 1～2 m のクラストサポートの砂礫層である．1–2 層の

礫は新鮮であり，マトリクスも未風化の粗砂である．1–3 層は層厚 1～1.5 m のシ

ルト層であり，本層下部は無機質であるが中～上部は有機質である．H–1 トレン

チ北壁において，本層中部は灰白色の火山灰層をパッチ状に含み（図 4 A，C），

Loc.4 における灰白色火山灰層に対比される．1–4 層はマトリクスサポートの砂

礫層であり，人為的に攪乱されている可能性も否定できない．1–5 層は現在の耕
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作土である． 

 H–2 トレンチの壁面には下位から BR 層：基盤，2–1 層：下部砂礫層，2–2 層：

中部砂礫層，2–3 層：礫混じりシルト層，2–4 層：腐植土層，2–5 層：人工埋積

土層が観察される（図 4 E～H）．BR 層は層厚 3 m 以上のシルト岩であり，トレ

ンチ東半分にみられる．BR 層は下部更新統毒沢層（折渡層）であり，45～60°

の西方傾斜が顕著である．2–1 層は層厚 3 m 前後のクラストサポートの砂礫層で

ある．2–1 層の礫は弱風化しているとともに，マトリクスは赤褐色に風化した粗

砂である．2–2 層は層厚 1～2 m のクラストサポートの砂礫層である．2–2 層の礫

は新鮮であり，マトリクスも未風化の粗砂である．2–3 層は層厚 2 m 前後のシル

ト層であり，礫が散在するとともに複数の無機質シルト層を含む．2–3 層の中の

有機質シルト層は，トレンチ中部で東側隆起（一部ドラッグ？）の変位を受け

ているが，水田耕作により層上部が削剥されているために変位量は不明である．

2–4 は腐植の進んだシルト～粘土層である．2–5 層はマトリクスサポートの砂礫

層であり，人為的攪乱を受けている． 

 

（４）ボーリング調査 

 堀内地区では3孔のボーリング調査（東→西に向かってHR–1→HR–3）を行っ

た（図2B）． 

 HR–1はH–2トレンチの直近に位置する．HR–1の地質は下位からI層：砂層，II

層：下部砂礫層，III層：上部砂礫層，IV層：礫混じりシルト層，V層：有機質砂

層，VI層：表土である（図5）．I層は層厚3.4 m以上のラミナが発達した砂層で，

シルト薄層を頻繁に挟む．また砂礫を滅多に含まないことからH–2トレンチでの

BR層（基盤：毒沢層）に対比される．I層は西方に20°前後で傾斜している．II

層は層厚5.8 mの全体的に風化の進んだ礫層で，マトリクスも赤褐色に風化して

いることから，H–2トレンチでの2–1層（下部砂礫層）に対比される．III層は層

厚0.9 mの新鮮な礫層でマトリクスも同様に新鮮であることから，H–2トレンチ

での2–2層（上部砂礫層）に対比される．IV層は層厚1 mの礫混じり砂層で有機

質シルト層を複数含み，H–2トレンチでの2–3層（礫混じりシルト層）に対比さ

れる．V層は層厚0.4 mの有機質な砂層で細礫を含み，H–2トレンチでの2–4層に

対比される． 

 HR–2はH–1トレンチと直近に，HR–3は撓曲帯から離れた断層下盤側に位置す

る（図2B）．HR–2，HR–3の地質はHR–1とほぼ同様である．層厚はHR–1とHR–2

ではよく似るが，HR–3ではIII層が3 m程度と厚くIV層，V層は薄い（図5）．I層
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（基盤）の西方傾斜はHR–2で10～20°，HR–3で5～10°と，長者原断層の撓曲帯

（HR–1）から離れるにしたがって明らかに緩くなる． 

 

（５）14C年代測定 

 Loc.4の水路壁面・トレンチ壁面から得た炭質物試料について，14C年代測定を

行った．試料採取層準および年代を図3，図4，図5に，14C年代試料の試料名・物

質・年代・暦年較正値を表2に示す． 

 水路壁面に露出する有機質シルト層を対象に，最下部（火山灰直下）からHW–1，

中部（火山灰直上）からHW–2，最上部からHW–3の計3試料を採取した（図3）．

これらの14C年代は970～1,260 yBP（830～1,280 Cal yBP）を示した． 

 H–1トレンチ壁面の1–3層（有機質シルト層）を対象に，中部からH–1–3，上

部からH–1–1，H–1–2，H–1–4，H–1–5の計5試料を採取した（図4 C，D）．本層

中部から得たH–1–3は5,570 yBP（6,290～6,420 Cal yBP）を示した．本層上部か

ら得たH–1–1，H–1–2，H–1–4は920～1,210 yBP（740～1,260 Cal yBP）を示した．

なお本層上部から得たH–1–5は360 yBP（310～510 Cal yBP）を示し，他の3試料

と比べて著しく若い． 

 H–2トレンチ壁面の2–3層（有機質シルト層）を対象に，下部からH–2–1，H–2–2，

中部からH–2–4，上部からH–2–3の計4試料を採取した（図4 G，H）．本層下部か

ら得たH–2–1，H–2–2は同層準であり，それぞれ有機質シルト，木片である．そ

れの年代はほぼ同じで6,840～6,980 yBP（7,590～7,940 Cal yBP）を示した．本層

中部から得たH–2–4は5,440 yBP（6,190～6,300 Cal yBP）を示した．本層上部か

ら得たH–2–3は1,470 yBP（1,300～1,410 Cal yBP）を示した． 

 

（６）テフラ分析 

 Loc.4の水路壁面において採取した灰白色火山灰の火山ガラス（試料：W–1）

を対象にして主成分分析を行った．主成分分析は，SEM：HITACHI S2150，EDX：

HORIBA EMAX5770を使用した．加速電圧は15 kV，電流は3.0 nA，ビーム径は

約150 nmで4µ四方を走査させ，測定時間は200秒間とした．主成分組成計算はZAF

法による．分析結果を表3に示す． 

 W–1の主成分化学組成はK2Oが1.2～1.5 wt.%と少ないことが特徴的で，W–1が

奥羽山脈内の火山起源であることを予想させる．またSiO2：76.5～77.3 wt.%，

Na2O：3.7～4.0 wt.%と多く，十和田火山起源のテフラに似る（柴ほか，2001）．

W–1はシルトサイズの火山ガラスを大量に含み，遠方由来の火山灰と推定され
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るので，W–1の対比候補として東北日本に広く分布する十和田aテフラ（To–a：

町田ほか，1981：町田ほか，2003）があげられる．To–aはAD915に噴火したとさ

れ，To–aとW–1の対比は，W–1下位および上位の14C年代測定結果とも矛盾しな

い（図3）．またH–1トレンチ1–3層中に含まれる灰白色火山灰層も，層相・上位

層・下位層の14C年代（図4 C，D）から判断してW–1と同じくTo–aに対比される． 

 

（７）地形・地質断面 

 L4 面の地形断面図を図 6A に，トレンチ・露頭・ボーリング調査の結果に基

づく地質断面図を図 6B に示す． 

  L4 面は垂直方向に 1.6 m程度の東側隆起の撓曲変形を受けている（図 6A）．

この撓曲変形の幅は 70 m程度である．L4 面は構成層の14C年代や構成層中にTo–a

を含むことから 1ka前後に形成されたと判断される．そのため，長者原断層の活

動によるL4 面上の撓曲形成は 1ka以降になる． 

 地質断面図によると，断層下盤側における H–2 トレンチ，HR–1～HR–3 で確

認された基盤岩，下部砂礫層の層序は，断層上盤側における Loc.5 でも同様に観

察される（図 6B）．Loc.5 における下部砂礫層相当層は M1 面を構成しているこ

とから，M1 面構成層である．M1 面構成層基底面は長者原断層上盤から下盤に

かけて確認され，その形状は初生的に西方傾斜であったものが東側隆起の撓曲

変形を受けている．この M1 面構成層基底面にみられる撓曲変形の幅は 100 m 前

後で，上記 L4 面にみられるものとほぼ同規模かやや広いが，撓曲変形量（東側

隆起量）は 20 m 程度と L4 面に比べて明らかに変位が累積していることを示す．

また M1 面構成層下位の基盤岩の傾斜も断層上盤側（Loc.1，Loc.2，Loc.3）では

20～36°，撓曲帯中（H–2 トレンチ）では 45～60°，撓曲帯→断層下盤側

（HR–1→HR–3）では 20～30°→5～10°と L4 面，M1 面構成層の変形と同様のパ

ターンを示す． 

 

 

 ２．２ 長者原地区 

（１）変位地形の記載 

 長者原地区における長者原断層は，N–S～NW–SE 走向であり，最上小国川沿

いの河成段丘面に撓曲変形の変位を与えている（図 7A）．撓曲変形の幅は L1 面

上で 100 m 程度，L3 面上で 50 m 程度である．本調査ではこの断層に変位を受け

ている L3 面（完新世段丘面）上でピット・ボーリング調査を行った（図 7B）． 
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（２）ピット調査 

 ピット（CP）の壁面には下位から 1 層：砂礫層，2 層：砂～シルト層，3 層：

腐植土層が観察される（図 8A～D）．1 層は層厚 2 m 前後のクラストサポートの

砂礫層であり，礫・マトリクスともに未風化である．1 層は L3 面構成層の主体

をなす．2 層は層厚 10～40 cm の砂～シルト層である．3 層は腐植土層（クロボ

ク）であり，上部は耕作土である． 

 

（３）ボーリング調査 

 長者原地区では3孔のボーリング調査（東→西に向かってCJ–2→CJ–1→CJ–3）

を行った（図7B）． 

 CJ–1はピット直近に位置する．CJ–1の地質は下位からI層：砂層，II層：砂礫

層，III層：砂～シルト層，IV層：腐植土層である（図9）．I層は層厚4.3 m以上の

ラミナが発達した砂層で，シルト薄層を頻繁に挟む．また砂礫を含まないこと

からピット壁面の地層には対比されず，基盤（毒沢層）に対比される．I層は西

方に10～20°前後で傾斜している．II層は層厚3.7 mの未風化礫層でマトリクスも

同様に未風化であることから，ピットでの1層（砂礫層）に対比される．III層は

層厚20～40 cmの礫混じり砂～シルト層で，ピット壁面の2層（砂～シルト層）

に対比される．IV層は層厚15～90 cmの腐植土層で，ピット壁面の3層に対比さ

れる． 

 CJ–2は撓曲帯上に，CJ–3は撓曲帯から離れた断層下盤側に位置する．CJ–2，

CJ–3の地質はCJ–1とほぼ同様・同層厚である．ただし基盤岩の西方傾斜はCJ–2

で30～45°，CJ–3で10°前後と，長者原断層の撓曲帯で急で，撓曲帯から離れるに

したがって明らかに緩くなる． 

 

（４）14C年代測定 

 ピット壁面の3層（有機質シルト層）を対象に，CP–1を採取した（図8C）．そ

の年代は4,470 yBP（4,960～5,300 Cal yBP）を示した． 

 ボーリングCJ–1（深度0.90 m）の有機質シルト層（ピットの3層相当層）から

得たCJ–1–0.90は4,860 yBP（5,490～5,650 Cal yBP）を示した（図9）．ボーリング

CJ–3の深度0.65 mおよび深度0.61 mから得た有機質シルト層（ピットの3層相当

層）試料CJ–3–1およびCJ–3–2は，4,600～5,240 yBP（5,140～6,180 Cal yBP）を示

した． 
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（５）地形・地質断面 

 L3 面の地形断面図およびピット・ボーリング調査の結果に基づく地質断面図

を図 10 に示す． 

 L3 面は垂直方向に 2 m程度の東側隆起の撓曲変形を受けている．L3 面は構成

層上位の腐植土壌の14C年代から 4.5～5.2 千年前に形成されたと判断される．そ

のため，長者原断層の活動によるL3 面上の撓曲は 4.5～5.2 千年前以降に形成さ

れた． 

 CJ–1～CJ–3 で確認された基盤岩，砂礫層（L3 面構成層）の地質断面は，L3

面構成層の基底面が 2 m 程度の東側隆起の撓曲変形を受けている．この L3 面構

成層基底面にみられる撓曲変形量と，上記 L3 面にみられるものと大きく変わら

ない．また L3 面構成層下位に分布する基盤岩の傾斜は撓曲帯中（CJ–1，CJ–2）

では 10～45°であるが，断層下盤側（CJ–3）では 10°前後である．このように基

盤岩の傾斜は L3 面，L3 面構成層と同様の範囲で変位（東側隆起の撓曲変形）を

累積させている． 

 

 

 ２．３ 本合海地区 

（１）変位地形の記載 

 新庄盆地西部に分布する鮭川断層（西側隆起），本合海断層（西側隆起），

升形断層（東側隆起）の性格を記載する．  

 1. 鮭川断層 

 鮭川断層（佐藤，1982）は，断層上盤側における地層急傾斜帯の分布から推

定された浅部伏在断層である（図11A：大沢ほか，1986；佐藤，1986b）．本断

層は，鮭川沿いに少なくとも8 kmにわたって追跡され（佐藤，1986b），本合海

断層（後述）と連続すると考えた場合，16 kmに達する（池田ほか，2002）．断

層の走向はほぼ南北方向である．断層西側の地層は40～60°，東側の地層は20°

以下を示すことから西側隆起の逆断層であり，出羽山地の隆起に大きく関係し

たとされている（大沢ほか，1986；佐藤，1986b）． 

 2. 本合海断層 

 本合海断層（鈴木，1988）は，本合海集落の東方約750 mに位置し，断層の長

さは1 km以上，断層走向は北北東方向である．本断層は分布が本合海集落付近

に限られることから，鮭川断層の副次的な断層と推定されている（鈴木，1988）．
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なお澤ほか（2001）は本断層を鮭川断層としているが，大沢ほか（1986）およ

び佐藤（1986b）の鮭川断層との混同を避けるために，本報では鈴木（1988）の

本合海断層の名称を用いる． 

 3. 升形断層 

 升形断層は南北走向であり，Loc.Aにおいて地層（更新統毒沢層）の層理面を

利用した層面すべり断層が観察される（図11C）．この断層は西側隆起を示し，

出羽丘陵−新庄盆地といった大地形の配列とは不調和なセンスを示す．升形断層

および本断層の北方に分布する日下断層は地下の主断層の短縮運動に起因する

褶曲に伴うFlexural–slip断層と考えられている（松浦，2003）． 

 4. 大蔵断層 

  大蔵断層は畑集落の南方に分布する南北走向の断層である（大沢ほか，1986）．

この断層の西側の地層は10～20°の緩傾斜であるが，東側の地層は55～70°の急傾

斜を示す．本断層は試掘井大蔵YK–1や表層地質から判断して，西傾斜の逆断層

とされている． 

 

（２）反射法探査 

 新庄盆地西部に分布する N–S 走向の断層およびその延長を東西に横断する形

で，測線長 3,862 m の P 波探査を行った．探査の諸元を表 4 に，探査測線に設定

した CMP 番号測線位置を図 12A に，深度断面を図 12B に，探査測線に沿う段丘

面プロファイルを図 12C に，深度断面に解釈を加えたものを図 12D に示す． 

 CMP960以東は半波長500 m程度の緩やかな向斜がみられる． 

 CMP960～500の反射面は30°程度の東方傾斜を示し，この東方傾斜帯東端の向

斜軸（向斜軸は2本示されている：図12D）の地表到達点が本合海断層に一致す

る．本合海断層は個々の反射断面に食い違いを与えるほど変位を累積させてい

ないが，断層が地表に到達しているか否かの判断は反射断面の解像度を超える

のでよくわからない．CMP960～500の範囲に分布するH面，LH1面，LL1面は初

生的に西方傾斜であったが，現在は東方に逆傾斜している．またこの東方傾斜

量は形成年代の新しいLL1面，LH1面（それぞれ2万年前，5万年前：松浦，2003）

よりも古いH面の方が急であり，傾斜の累積がみられる．さらにこの傾斜帯の中

のCMP640付近にFlexural–slip断層である升形断層（松浦，2003）が投影される． 

 CMP250～500の反射面は60～70°の東方急傾斜帯を形成している．一方CMP250

以西の反射面は30°程度の東方傾斜を示し，CMP300以東とは地層の傾斜が大き

く異なる．これら反射面の急変から判断して，CMP250付近に達する西傾斜の断
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層が推定される．この断層は反射測線南方におけるD–E断面（図11B：大沢ほか，

1986．一部抜粋）の大蔵断層に連続すると判断される．なお探査側線南方のM1

面（10万年以前：松浦，2003）は東方に異常傾斜しており，そのパターンはCMP250

～500における反射断面の東方急傾斜帯と一致する．M1面の初生的傾斜は東方傾

斜であり，逆傾斜ではなく増傾斜なので信頼性は劣るものの，M1面の異常東方

傾斜は大蔵断層の変位を反映している可能性がある． 

 

 

３．まとめ 

 ３．１ 断層帯の位置及び形態 

（１）断層帯を構成する断層 

 新庄盆地東部に分布する断層は，北東から南西にかけて新庄東山断層，舟形

断層，沖の原断層，長者原断層（堀内断層）である． 

  新庄盆地西部に分布する断層は，西から大蔵断層，鮭川断層（付随する

Flexural–slip 断層含む），本合海断層である． 

 

（２）断層面の位置・形状 

 長者原断層および新庄東山断層の断層北端は北緯 38 度 44～49 分，東経 140

度 18～23 分，断層南端は北緯 38 度 38 分，東経 140 度 18 分，長さ 11～23 km で

ある．また両断層は地表に到達している． 

 鮭川断層および本合海断層の断層北端は北緯 38 度 49～50 分，東経 140 度 12

分，断層南端は北緯 38 度 42～43 分，東経 140 度 13 分，長さ 16 km程度である

（池田ほか，2002）．鮭川断層・本合海断層は，反射面の変形および段丘面の変

形から（図 12A～D）西傾斜と判断される． 

 大蔵断層は反射面の変形および地質断面図から西傾斜で地表に到達している

と判断されるが，断層北端・南端の位置はよくわかっていない． 

 

（３）変位の向き 

 長者原断層は変位地形（東側隆起の撓曲：図 2A，図 7A）および反射断面（佐

藤ほか，2006）に可視化されている断層および褶曲形態から判断して，東傾斜

の逆断層（東側隆起のセンスを有する）と判断される． 

 本合海断層は変位地形（西側隆起の撓曲：図 12A，C）および反射パターン（図

12B，D）から判断して，西傾斜の逆断層（西側隆起のセンスを有する）と判断
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される． 

 大蔵断層は反射断面に可視化されている断層および反射パターン（図 12B，D）

から判断して，西傾斜の逆断層（西側隆起のセンスを有する）と判断される（表

4）． 

 

 

 ３．２ 断層帯の過去の活動 

（１）平均変位速度 

 鬼首池月テフラ（噴出年代約 30 万年前）の火砕流堆積物基底面は，新庄東山

断層によって 150 m 程度の上下変位を与えていることから，新庄東山断層の平

均上下変位速度は 0.5 m/ky と算出されている（松浦，2006）． 

 

（２）活動時期 

 堀内地区における長者原断層の最新活動時期は，L4面形成以降（1ka以降）と

判断される（図6A）．また長者原地区における長者原断層の活動時期は，L3面形

成以降（4.5～5.2ka以降）と判断される（図10）．これらにより，長者原断層の

最新活動時期は，1ka以降になる． 

 堀内地区H–2トレンチでは，6,840～6,980 yBP（試料H–2–1, H–2–2）の有機質

粘土層が東側隆起の変位（一部ドラッグ？）を受けており，下位の砂礫層（2–2，

2–1層）および基盤岩に生じている変位パターンと同じである（図4E～H）．変位

を受けている有機質粘土層は上部が削剥されているので，上下変位量は不明で

あるものの1ka以前の長者原断層の活動を示唆する可能性がある．なお，H–2ト

レンチにおける5,440 yBP（試料H–2–4）の有機質粘土層およびH–1トレンチの

5,570 yBP（試料H–1–3）の有機質粘土層は，L4面にほぼ並行しているようにみ

える（図4B，D，E，G）．これらより長者原断層は，6.8～7.0千年前以降5.4～5.6

千年前以前に断層活動をした可能性が示唆される． 

 

（３）１回の変位量 

  堀内地区の L4 面指標にした長者原断層の上下変位量は，約 1.6 m である（図

6A，表 4）．ただし同地区の長者原断層は 2 条に分岐しているので，上記 L4 面

にみられる上下変位量は最小値である可能性がある．長者原地区の L3 面指標に

した長者原断層の上下変位量は，約 2 m である（図 10）． 
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（４）活動間隔 

 新しい知見は得られていない． 

 

（５）活動区間 

 新しい知見は得られていない． 

 

（調査担当：松浦旅人） 
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図 表 

 

表 1 新庄盆地断層帯のまとめ 

 

表 2 放射年代測定の結果． 

 

表 3 火山ガラスの主成分化学組成． 

 

表 4 反射探査の諸元． 

 

 

図 1 新庄盆地断層帯およびその周辺．（A）新庄盆地断層帯の位置およびその

周辺．（B）新庄盆地断層帯の分布．地図画像は横山（2001）より引用．活断

層は中田・今泉（2002）より引用．本合海断層の名称は鈴木（1988）より引

用．境壇原断層，大蔵断層，鮭川断層に沿う Flexural–slip 断層はそれぞれ佐藤

（1986b），大沢ほか（1986），松浦（2003）より引用． 

 

図 2 堀内地区周辺における長者原断層（堀内断層）の分布および調査位置図．

（A） 河成段丘面の分布および断層変位地形．（B）調査位置および露頭位置

図． 

 

図 3 堀内地区水路壁面のスケッチ（Loc.4）． 

 

図 4 堀内地区トレンチ壁面調査結果．（A）H–1 トレンチ北壁写真．（B）H–1

トレンチ南壁写真（左右反転）．（C）H–1 トレンチ北壁スケッチ．（D）H–1

トレンチ南壁スケッチ（左右反転）．（E）H–2 トレンチ北壁写真．（F）H–2 ト

レンチ南壁写真（左右反転）．（G）H–2 トレンチ北壁スケッチ．（H）H–2 ト

レンチ南壁スケッチ（左右反転）． 

 

図 5 堀内地区ボーリング柱状図． 

 

図 6 堀内地区地形・地質断面図．（A）地形断面図．（B）地質断面図． 
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図 7 長者原地区周辺における長者原断層（堀内断層）の分布および調査位置図．

（A）河成段丘面の分布および断層変位地形．（B）調査位置図． 

 

図 8 長者原地区ピット壁面調査結果．（A）ピット北壁写真．（B）ピット南壁

写真（左右反転）．（C）ピット北壁スケッチ．（D）ピット南壁スケッチ（左

右反転）． 

 

図 9 長者原地区ボーリング柱状図． 

 

図 10 長者原地区地形・地質断面図． 

 

図 11 反射探査測線周辺の地質図，地質断面図および断層露頭．（A）地質図（大

沢ほか，1986）．反射探査測線，本合海断層を加筆．鮭川断層，大蔵断層を強

調．凡例を修正．（B）地質断面図．大沢ほか（1986）の D–E 断面を一部抜粋．

[地層の略称]Os：折渡層（更新統），Ss：鮭川層（鮮新統），As：芦沢層（鮮

新統），Hs：羽根沢層（鮮新統）．（C）Loc.A における Flexural–slip 断層の露頭

スケッチ（松浦，2003）．毒沢層は折渡層に相当． 

 

図 12 反射探査測線および反射断面図．（A）反射測線位置図．段丘面・活断層

は松浦（2003）より引用．（B）反射断面図．（C） 探査測線に沿う段丘面プロ

ファイル．（Ｄ）解釈図．地層の略称は図 11B と同じ． 
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表 1　新庄盆地断層帯のまとめ．



Code-no. Sample no. Material !
13C (‰)

 Beta- 238198 HW-1 charred material -25.3 1260 +/- 40 1280 to 1070

 Beta- 238199 HW-2 organic sediment -21.4 970 +/- 40 950 to 790

 Beta- 238200 HW-3 charred material -25.4 1020 +/- 40 980 to 910

850 to 830

 Beta- 236458 H-1-1 charred material -25.3 1210 +/- 40 1260 to 1050

 Beta- 236459 H-1-2 organic sediment -22.7 980 +/- 40 960 to 790

 Beta- 237001 H-1-3 organic sediment -21.8 5570 +/- 40 6420 to 6290

 Beta- 237002 H-1-4 organic sediment -23.5 920 +/- 40 930 to 740

 Beta- 238201 H-1-5 organic sediment -21.8 360 +/- 40 510 to 310

 Beta- 236127 H-2-1 charred material -24.9 6980 +/- 60 7940 to 7680

 Beta- 236128 H-2-2 wood -24.1 6840 +/- 50 7780 to 7590

 Beta- 237003 H-2-3 organic sediment -23.3 1470 +/- 40 1410 to 1300

 Beta- 238202 H-2-4 organic sediment -20.0 5440 +/- 40 6300 to 6190

 Beta- 238203 CT-1 organic sediment -18.3 4470 +/- 40 5300 to 4960

 Beta- 239328 CJ-1-0.90 organic sediment -18.4 4860 +/- 40 5650 to 5580

5510 to 5490

 Beta- 239329 CJ-3-2 organic sediment -18.0 5240 +/- 40 6180 to 6150

(Gl-0.61) 6120 to 5920

 Beta- 239330 CJ-3-1 organic sediment -18.8 4600 +/- 40 5450 to 5380

(Gl-0.65) 5330 to 5290

5160 to 5140

Conventional 14C age (yBP)
Calobrated result (cal yBP)

 95% probability

表 2　放射年代測定の結果．

表3　火山ガラスの主成分化学組成．

 Average Std.
SiO2 77.26 77.28 77.25 76.96 77.31 76.46 77.11 76.99 76.98 77.30 76.85 77.07 0.26
TiO2 0.51 0.33 0.35 0.36 0.40 0.51 0.45 0.43 0.46 0.38 0.40 0.42 0.06
Al2O3 12.80 12.69 12.57 12.71 12.66 12.81 12.68 12.83 12.64 12.54 12.77 12.70 0.10
FeO 1.88 2.03 1.90 2.02 1.91 2.05 2.06 1.83 2.03 2.01 1.99 1.97 0.08
MnO 0.00 0.00 0.14 0.17 0.06 0.18 0.11 0.11 0.02 0.11 0.12 0.09 0.06
MgO 0.48 0.40 0.38 0.41 0.37 0.42 0.41 0.41 0.36 0.37 0.41 0.40 0.03
CaO 2.04 2.26 2.17 2.18 2.10 2.23 2.12 2.05 2.14 2.13 2.16 2.14 0.07
Na2O 3.69 3.79 3.79 3.74 3.86 3.88 3.65 3.89 3.99 3.78 3.91 3.82 0.10
K2O 1.35 1.23 1.44 1.45 1.34 1.45 1.41 1.45 1.38 1.39 1.39 1.39 0.07
Total 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

表 3　火山ガラスの主成分化学組成．

表4　反射探査の諸元．

Survey line length 3,862 m 

Shot point interval 5 m 

Receiver point interval 10 m 

Shots / point 10-15 

Channels 120 

Maximum offset 500 m 

Standard CMP fold 60 

CMP interval 1.25 m 

Record length 2.0 sec 

Sampling interval 1.0 msec 

Energy source Impactor (JMI-200)

表 4　反射探査の諸元．
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図 11　反射探査測線周辺の地質図，地質断面図および断層露頭．（A）地質図（大沢ほか，

1986）．反射探査測線，本合海断層を加筆．鮭川断層，大蔵断層を強調．凡例を修正．（B）地
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図 12　反射探査測線および反射断面図．（A）反射測線位置図．段丘面・活断層は松浦（2003）
より引用．（B）反射断面図．（C）探査測線に沿う段丘面プロファイル．（Ｄ）解釈図．地層

の略称は図 11B と同じ．
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図12　反射探査測線および反射断面図．(A) 反射測線位置図．段丘面・活断層は松浦(2003)より引用．(B) 反射断面図．(C) 探査測線に沿う
段丘面プロファイル．(Ｄ) 解釈図．地層の略称は図11Bと同じ．
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